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12 週齢のオスの Wistar ラットを用い、まず、 RGC を逆行性に標識するために、両側上丘に fluorogold を注入し
た。標識 5 日後に片眼の視神経を切断し、その直後に視神経断端に銀ボール電極を設置し、電気刺激 (20 Hz、 2 時
間)を行った。視神経を切断した動物について、それぞれ 20、 30、 50 、 70μA の電流強度で電気刺激をした群、 sham
刺激群、視神経切断のみの群に分けた。電気刺激の効果を確かめるために、切断 1 週間後に網膜伸展標本を作製し、
網膜神経節細胞の生存細胞数を数えて、平均細胞密度を求め、各群間で比較した。視神経切断のみの群の生存率は、
健常網膜の RGC の細胞密度の 54%であり、 sham 刺激群もほぼ同じであった。これに対して、電気刺激を加えた群
では、電流強度によって生存 RGC の細胞密度が変化した。 20μA の電気刺激のときの RGC の細胞密度は、 64%で
あり、 30μA では、 76%に上昇し、さらに 50μA の電気刺激で最大の神経保護効果が得られ、 83%の RGC が生存し





















に対して電気刺激を行い、 1 週間後の RGC の生存率を検討した。結果、視神経切断のみでは、健常網膜の RGC 密度
の 54%にまで低下していたのが、電気刺激を行うと電流の強度に応じて RGC の生存率が変化し、最高で 84%の RGC
が生存していた。この結果から、電気刺激は RGC に対しても神経保護効果を有することが明らかになった。この発
見は、視神経疾患に対する電気刺激治療の可能性を示すものであり、新しい治療法の開発につながると考える。以上
のように申請者の研究論文は、学位に値するものと認める。
